
歴探
史訪

続
城
下
町

ワクワクの春が来た！～僕たち・私たち、１年生～
　卒園式の準備が進む緑ケ丘保育園。この日は４月から小学校に入学する年長さんに、ピカ
ピカのランドセルを背負ってポーズを決めてもらいました。期待に胸を膨らませ、子どもた
ちは元気いっぱい！小学校でもたくさんのお友達と楽しい思い出を作ってね。（３月15日撮影）

表 紙

解 説

第 16 回

浅
あさ

間
ま

厚
こう

斎
さい

之碑
（丸の内一丁目）

　

今
回
は
松
が
岬
公
園
の
北
西
側
の
土
塁
に

建
つ
浅
間
厚
斎
（
厚
斎
は
号
・
本
名
は
浅
間

翁お
う
す
け助
親ち

か
か
た賢
）
の
顕
彰
碑
を
紹
介
し
ま
す
。
厚
斎

は
米
沢
藩
に
西
洋
砲
術
と
大
砲
を
導
入
し
た

藩
士
で
、
門
人
た
ち
が
そ
の
遺
徳
を
讃た
た

え
て

建
立
し
た
石
碑
で
す
。

江
戸
で
西
洋
砲
術
と

　　　　　　　　　

大
砲
製
造
を
学
ぶ

　

厚
斎
は
文
化
２
年
（
１
８
０
５
）
に
御
馬

廻
組
の
尻し
っ
た
か高

光み
つ
た
か隆

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、

五
十
騎
組
の
浅
間
家
の
婿
養
子
と
な
り
ま
し

た
。
天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
か
ら
藩
校
興
譲

館
で
寄
宿
生
と
し
て
３
年
間
学
び
、
同
10
年

（
１
８
３
９
）
に
34
歳
で
家
督
、
翌
11
年
か
ら

再
び
興
譲
館
に
入
り
助
読
（
通
学
生
を
指
導

し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
）
を
３
年
間
勤
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、
藩
主
夫
人
の
目
付
（
側
役
）
を

勤
め
る
中
、
西
洋
砲
術
の
重
要
性
を
認
識
し

ま
し
た
。

　

日
本
の
西
洋
砲
術
は
長
崎
の
高
島
秋
し
ゅ
う

帆は
ん

（
茂し

げ
あ
つ敦
）
が
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
学
ん
だ
こ
と
に

始
ま
り
、
伊
豆
の
韮に
ら
や
ま山

代
官
・
江
川
太
郎
左

衛
門
（
英
龍
）
に
伝
授
さ
れ
ま
し
た
。

　

嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）
、
厚
斎
は
江
川
の

門
人
・
井
狩
作
蔵
が
江
戸
で
砲
術
を
教
え
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
入
料
（
自
己
負
担
）

で
江
戸
に
登
っ
て
門
人
と
な
り
、
西
洋
砲
術

を
習
得
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
弾
丸
・
火
薬

な
ど
の
経
費
の
た
め
、
浅
間
家
で
は
衣
服
や

什
器
を
売
り
、
質
素
清
貧
な
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
周
囲
か
ら
失
笑
さ
れ
た
と
の
苦
労

話
が
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

大
砲
製
造
し
鉄
砲
総
支
配
に
昇
進

　

江
戸
で
学
ん
だ
厚
斎
は
、
翌
４
年
８
月
、

銅
屋
町
の
鋳
物
師
・
鈴
木
善
兵
衛
と
共
に
ハ

ン
ド
モ
チ
ー
ル
と
称
さ
れ
る
大
砲
を
鋳
造
し
、

発
砲
演
習
を
行
い
ま
し
た
。
師
匠
の
井
狩
は

高
弟
の
岡
健
蔵
を
派
遣
、
発
砲
は
成
功
し
、

厚
斎
は
小
判
10
枚
、
岡
は
小
判
３
枚
の
褒
賞

を
受
け
ま
し
た
。

　

嘉
永
６
年
の
ペ
リ
ー
艦
隊
の
浦
賀
来
航
は

日
本
中
を
驚
か
せ
る
と
共
に
、
西
洋
砲
術
の

優
位
性
を
認
識
さ
せ
ま
し
た
。
米
沢
藩
で
も

加
速
的
に
火
縄
銃
か
ら
西
洋
砲
術
へ
の
転
換

が
図
ら
れ
ま
す
。
厚
斎
は
洋
式
銃
隊
総
裁

と
し
て
西
洋
砲
術
を
指
導
し
、
文
久
２
年

（
１
８
６
２
）
に
は
米
沢
藩
鉄
砲
隊
の
ト
ッ
プ

で
あ
る
鉄
砲
総
支
配
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
砲
製
造
も
続
け
、
銅
屋
町
の
鈴

木
清
兵
衛
に
12
封ポ
ン
ド度

加カ
ノ
ン納

や
６
封ポ

ン
ド度

ラ
ン
ケ

ホ
イ
ッ
ス
ル
な
ど
を
鋳
造
さ
せ
ま
し
た
。

明
治
17
年
に
門
人
た
ち
が
建
立

　

厚
斎
は
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
に
57
歳
と

な
り
隠
居
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
戊
辰
戦
争

で
は
、
厚
斎
が
指
導
し
た
西
洋
砲
術
隊
が
越

後
戦
線
な
ど
で
活
躍
し
ま
し
た
。
明
治
９
年

に
72
歳
で
死
去
、
墓
は
西
蓮
寺
に
あ
り
ま
す
。

　

明
治
17
年
、
門
人
た
ち
が
厚
斎
を
偲し
の

び
顕

彰
碑
を
建
て
ま
し
た
。
碑
文
は
著
名
な
書
家
・

吉
田
晩ば
ん
こ
う稼
の
筆
で
、
上
山
の
石
工
・
西
川
彦

七
が
刻
ん
で
い
ま
す
。
吉
田
は
長
崎
で
高
島

か
ら
砲
術
を
習
っ
た
所
縁
も
あ
り
ま
す
。

まいづる
幼稚園

伝国の杜

浅間厚斎之碑

上杉
神社

幼 上杉
城史苑

松岬神社

社務所
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